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新機能一覧

✔ 表紙



⚫ 海外特許対応版の分析項目にJP-NET海外DBからダウンロードした【詳細な説明】を追加。

⚫ JP-NET/NewCSS海外DBからDLした日本特許を分析軸に追加。
（US、EP、WO等の海外公報とともに一部のグラフを作成する事が可能に。）

⚫ 分析項目に【独立請求項】を追加。

⚫ 時系列グラフ作成時、ラベル表記を 2000年～2001年のような範囲表記になるよう変更。

⚫ 権利化状態判定の生死判定にてJP-NET CSVのステータス情報も利用するよう変更。

✔ Ｎ００ Ｖ7.21.3 のアップデートにおける変更点一覧

－ 機能改定 －

⚫ 分析項目/グラフ軸に【公報種別_国_】を追加。
（集計対象に使用でき、国別出願グラフ等の作成が可能に。）

－ 新機能 －

⚫ 棒グラフ（横）左右に並べる設定において、凡例とグラフの表示順序が逆順になっていた
問題を修正。

⚫ 戦略分析のグラフ選択用のGUIが正しく表示されなくなっていた問題を修正。

⚫ パテントスクエア米国公報の公報種別が一部正しく判定されなかった問題を修正。

⚫ グラフ描画時、グラフ右側の凡例が画面外にはみ出る問題を修正。

⚫ ウィンドウ最大化時に「全画面表示」を行うと画面外にはみ出る問題を修正。

⚫ 設定確認の設定一覧リスト左端のNoを3桁まで表示できるよう修正。

⚫ JP-NET/NewCSS連携使用時に日本公報と海外公報が混在していた場合
海外公報DBを利用して連携動作するよう変更。
（従来は、混在時は海外公報のみを対象とし、日本公報を無視していた）

－ 修正 －



☑ 分析項目/グラフ軸に【公報種別_国_】を追加しました。

☑ 集計対象に使用でき、国別グラフの作成が可能です。

☑ 国別の出願推移、技術分野毎の出願国の比率等、グローバルの出願動向を可視化します。

✔ Ｎ０１ 項目【公報種別_国_】を追加 - グラフブラウザ -

－ 公報種別で国別のマップが作成可能に －

☆ ここがポイント！ ☆

本機能は、ぱっとマイニング 海外対応版（JP-NET/NewCSS海外DBからダウンロードしたデータ）でご利
用いただけます。

※ 海外データの利用には海外オプション
の追加が必要です。



☑ 海外特許対応版の分析項目にJP-NET海外DBからダウンロードした【詳細な説明】を追加。

☑ これまで海外のJP-NET CSVデータの読み込み時に【詳細な説明】は読み込めませんでしたが、
データを読み込み、マップ化や分析を行なうことが出来るようになりました。

✔ Ｎ０２ 海外データの詳細な説明が分析可能に - データ読み込み -

－ より詳しい分析を海外データでも －

☆ ここがポイント！ ☆

データのダウンロード時に【詳細な説明】を含む項目をダウンロードする必要があります。

※ 海外データの利用には海外オプション
の追加が必要です。



☑ JP-NET/NewCSS海外DBからDLした日本特許を分析軸に追加しました。

☑ US、EP、WO等の海外公報とともにJPを含めた軸を一部のグラフを作成する事が可能になりました。

✔ Ｎ０３ JP-NET海外DBからDLした日本特許を分析軸に追加 – データ読み込み-

－ 日本とほかの国の特許の比較が可能に －

☆ ここがポイント！ ☆

英語データの日本公報だけではなく、海外公報と同時に読み込んだ日本公報や、結合ツールを用いて結
合した日本公報にも適応されます。

※ 海外データの利用には海外オプション
の追加が必要です。



☑ 分析項目に【独立請求項】を追加しました。

☑ 独立請求項のみを表示し、確認や分析を行なうことが出来るため、調査時には従属請求項を省いて
確認が出来ます。

☑ 近傍検索を使った検索でも便利です。

－ 独立請求項での分析で調査効率UP －

✔ Ｎ０４ 分析項目に【独立請求項】を追加 – データ読み込み -

☆ ここがポイント！ ☆

データのダウンロード時に【独立請求項】の項目をダウンロードする必要があります。



☑ 時系列グラフ作成時、ラベル表記を2000年～2001年のような範囲表記になるよう変更。

☑ 以前は数年単位や数か月単位の項目が、集計がスタートする年や月のみが表示されていたため、よ
り伝わりやすくするため、表記を変更しました。

✔ Ｎ０５ ラベル表記の範囲表記をわかりやすく – グラフブラウザ-

－ 範囲表記のラベルを変更 －

☆ ここがポイント！ ☆

表示文字数が長くなったため、項目の文字がすべて表示されない場合があります。その場合、「フォント・
色設定」のボタンから「グラフ詳細設定」を呼び出し、時系列の軸ラベルの表示文字数を増やしてください。



☑ JP-NET /NewCSS CSVの【ステータス情報】により、一部の権利化判定をすることも可能になりまし
た。

☑ ステータス情報を判定基準に追加した事で、より精度の高い判定が可能になりました。

☑ 生死状態のみであれば、【ステータス情報】の項目のみで確認出来ます。

☑ 【ステータス情報】の項目では「権利化後前消滅」、「権利化後消滅」を判定することが可能です。
「権利化後前消滅」、「権利化後消滅」以外の項目は「未審査」で表示されます。

✔ Ｎ０６ 権利化判定の基準にステータス情報を追加 – 権利化状態 -

－ ステータス情報も権利状態判定項目として追加 －

☆ ここがポイント！ ☆

もちろん他の審査経過項目の情報があれば、より詳しく権利状態の判定をすることが可能です。
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